
　モヒカンヘアでバイクにまたがる幸縁くん。
ちょっぴり足が届いていないけど、様になって
いてカッコイ～イ～♡
　髪型は生まれたときから、モヒカン♪  この
日、父・尚典さんのバイクに初めてまたがりま
した。上手に座ったので、大人たちを驚かせま
した。家ではテレビの好きな曲に合わせて、
踊って遊んでいます。NHK Eテレの「いない
いないばあっ ！ 」が大好きです。ごはんはたく
さん食べますが、それ以上に活発なので体重
は標準をキープ ！  母・良子さんと行った離乳食
教室では、誰よりもたくさん食べていたそうです。
　尚典さんは大のバイク好き。幸縁くんが大き
くなって、一緒にバイクに乗る日を心待ちにし
ています。

女性経営者を増やしたい
濱田 由さん（37）

生まれたときからモヒカンさ
陰山 幸縁くん（１）

ゆき むね

花が咲く今が、１年で１番楽しみ
武本 廣勝さん（73）

　いつも明るく、笑顔が素敵な由さん。地域でも貴
重な女性経営者の一人です。以前は事務職に就い
ていましたが、人間関係など悩みの多い日々でした。
農業をする祖母・清美さんの姿に憧れ、思い切っ
て転職。今年で３作目を迎えます。
　父・志郎さんが手伝ってくれて、２人でナス26
アールを栽培しています。今年完成したレンタルハ
ウスには、環境制御装置や自動天窓を導入。圃場
管理や栽培記録をデータ化し、栽培に活かしていき
ます。パソコンやスマホからでもハウスを管理できる
ので、農業は家事や育児をしながらでも取り組みや
すいと感じています。「農業は自分の好きなペースで
働けるので、女性にもおすすめ。周りのサポートが
あれば、女性でも活躍できる仕事だと伝えていきた
い」と前を向きます。

あき北支所
管内より

中山事務所より

雑草はボクらが食べてあげるよ♪
（左）ミミちゃん♀　（右）恋ヒデくん♂
飼い主： 松本 秀治さん

　「あの人らあ何しゆうがやろ？」と言わんばかりに、
こちらを見つめるヤギのミミちゃんと恋ヒデくん。２か
月前に秀治さんのもとにやってきました。年齢は分か
らないそうですが、恋ヒデくんは生まれてまだ間もな
い子ヤギでしょうか。飼い始めたきっかけは、ヤギを
飼っている友人、安田町の宮﨑孝二さんと田野町
の安岡征英さんから勧められたことでした。宮﨑さん
は四国銘鶏小軍鶏会の会長を務め、安岡さんと秀
治さんはその会の会員です。軍鶏を愛する３人は、
“シャモ友”から“ヤギ友”へとなりました。
　畑に食べる雑草が無くなると、お隣さんの畑へお
邪魔します。お隣さんもヤギも喜ぶ、一石二鳥です
ね ！  私達が離れると「メェ～～～」と切ない声で鳴
き、後ろ髪を引かれる思いでした。

奈半利支所管内より

　自宅にある蘭小屋で、青花や紅花、更紗花など
土佐寒蘭600鉢を育てている廣勝さん。毎日、朝
一番に温度、湿度、天気のチェックを欠かしませ
ん。蘭との出合いは30代の時、地元の先輩から教
えてもらったことでした。「山で見つけた時の感触が
たまらん ！ 」と、山へ自生している蘭を採りに行く
“山採り”に夢中になりました。惚れ込んでいる時期
は、仕事前に山へ行ったり、夜中に自宅を出発して
徳島県の山へも行っていたそうです。
　例年、10月中旬から11月中旬まで100鉢ほどが
花を咲かせます。蘭愛好家が１年で１番楽しみな時
期です。花が見え始めると、廣勝さんら土佐愛蘭会
中山支部のメンバーは展示会準備に大忙し。県内
でもあちこちで展示会が開かれ、「蘭好きはこの時
期仕事にならん」と笑って話してくれました。

あき東支所
管内より





■
環
境
制
御
技
術
と
は

　

植
物
は
、
太
陽
か
ら
の
光
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
利
用
し
、
炭
酸
ガ
ス
と
水
を
使
っ
て

光
合
成
を
行
い
、
糖
を
生
産
し
ま
す
。
こ
の

糖
は
植
物
体
と
果
実
を
作
り
ま
す
。
つ
ま
り

収
量
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
光
合
成
を
最
大

化
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
考
え
を
も
と
に
、
植
物
が
持
つ
能
力

を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
に
ハ
ウ
ス
内
環

境
（
光
、
温
度
、
湿
度
、
炭
酸
ガ
ス
、
養
水

分
な
ど
）
や
植
物
状
態
を
正
確
に
把
握
し
、

そ
れ
ら
を
最
適
化
す
る
こ
と
で
増
収
を
図
る

の
が
「
環
境
制
御
技
術
」
で
す
。
環
境
制
御

技
術
は
オ
ラ
ン
ダ
が
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
、
高
知
の
施
設
園
芸
で
も
、
炭

酸
ガ
ス
発
生
器
や
環
境
測
定
装
置
な
ど
の
機

器
の
導
入
を
進
め
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
技
術
を

学
び
つ
つ
高
知
県
で
の
技
術
と
し
て
発
展
さ

せ
て
き
ま
し
た
。

■
安
芸
地
区
で
の
活
動

　

高
知
県
で
は
平
成
21
年
度
オ
ラ
ン
ダ
・

ウ
ェ
ス
ト
ラ
ン
ト
市
と
の
交
流
を
契
機
に
環

境
制
御
技
術
の
開
発
と
現
地
実
証
に
取
り

組
み
、
増
収
効
果
を
確
認
し
て
き
ま
し
た
。 

安
芸
地
域
で
も
、
環
境
制
御
技
術
普
及
推

進
会
議
の
設
置
、
土
佐
あ
き
新
施
設
園
芸

シ
ス
テ
ム
勉
強
会
の
開
催
な
ど
、 

Ｊ
Ａ
、
生

産
者
、
県
が
連
携
し
て
環
境
制
御
関
連
機

器
の
導
入
を
推
進
し
、
生
産
量
の
向
上
を

目
標
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
結
果
、

「
環
境
測
定
装
置
」、「
炭
酸
ガ
ス
発
生
器
」、

点
滴
チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
「
日
射
比
例
灌
水
装

置
」
等
が
普
及
し
、
10
ア
ー
ル
あ
た
り
の
収

量
の
向
上
に
繋
が
り
ま
し
た
。

■
環
境
制
御
か
ら
I
o
P
へ

　

今
ま
で
の
取
り
組
み
で
は
、
環
境
デ
ー
タ

を
見
え
る
化
し
、
湿
度
や
二
酸
化
炭
素
濃
度

な
ど
の
ハ
ウ
ス
環
境
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
よ
り
進
ん
だ
環
境
制
御

を
行
う
た
め
に
は
、
葉
面
積
や
着
果
量
、
収

量
、
光
合
成
速
度
な
ど
の
作
物
の
状
態
を

判
断
す
る
デ
ー
タ
や
、
経
費
や
出
荷
量
の

デ
ー
タ
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

　

そ
こ
で
、
県
は
「
I
o
P
が
導
く
Ne
x
t

次
世
代
型
施
設
園
芸
へ
の
進
化
」
と
銘
打
っ

て
、
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
ク
ラ
ウ
ド
や
収
集

し
た
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
た
め
の
A
I
を
用

い
た
、
新
し
い
農
業
へ
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

I
o
P
（Internet of P

lants

）
と
は
、

安芸地区版

安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
０
８
８
７‐３
４‐０
１
３
８

振
興
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り　
　

　

特
に
午
前
中
の
急
激
な
換
気
は
、
湿

度
の
低
下
に
よ
っ
て
「
ボ
ケ
果
」
の
発
生

を
助
長
す
る
の
で
、
早
め
に
透
か
し
な
が

ら
徐
々
に
温
度
を
上
げ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
（
透
か
し
開
始
目
安
：
20
℃
）。

花
粉
の
稔
性
を
確
保
す
る
た
め
、
夜
温
は

最
低
実
温
12
℃
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

Ｃ
Ｏ
２
管
理

　

Ｃ
Ｏ
２
の
施
用
効
果
は
開
始
後
14
日
頃

か
ら
現
れ
ま
す
。
日
中
に
大
気
レ
ベ
ル
濃

度
（
４
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
）
を
下
回
ら
な
い
よ

う
に
Ｃ
Ｏ
２
を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。
効
果

的
に
Ｃ
Ｏ
２
を
施
用
す
る
た
め
に
は
、
ダ

ク
ト
に
よ
る
株
元
局
所
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

（
ハ
ウ
ス
野
菜
栽
培
管
理
こ
よ
み
資
料
14

参
照
）

病
害
虫
防
除

　

黒
枯
病
、
す
す
か
び
病
対
策
と
し
て

月
２
回
程
度
の
薬
剤
散
布
を
行
い
ま
し
ょ

う
。（
ハ
ウ
ス
野
菜
栽
培
管
理
こ
よ
み
資

料
12
参
照
）

　

病
気
が
発
生
し
た
場
合
は
、
発
病
部
位

を
速
や
か
に
ハ
ウ
ス
外
へ
持
出
し
、
菌
密

度
を
低
下
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ナ
ス

栽
培
管
理

　

日
射
量
も
少
な
く
な
り
、
段
々
と

寒
さ
も
増
し
て
き
ま
し
た
。
厳
寒
期

に
向
け
て
早
め
の
保
温
対
策
と
加

温
機
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

安芸営農経済センター
営農指導課
安芸ブロック
樋口　敦勇

安芸営農経済センター
営農指導課
山影　学

整
枝
・
摘
葉
・
光
環
境

　

二
重
内
張
り
を
開
け
る
と
と
も
に
、
下

位
部
の
本
葉
を
摘
葉
し
て
採
光
性
を
良

く
し
ま
し
ょ
う
。
厳
寒
期
の
赤
果
、
青
べ

た
果
、
首
細
果
の
発
生
防
止
の
た
め
、
１

芽
切
り
戻
し
と
ふ
と
こ
ろ
整
理
を
徹
底
し

て
行
い
ま
し
ょ
う
。

灌
水
・
追
肥

　

 

灌
水
は
１
〜
３
日
ご
と
を
目
安
と
し
、

天
候
、
樹
勢
を
考
慮
し
て
晴
天
日
の
午

前
中
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
追
肥
は
液
肥
と

し
て
、
灌
水
の
度
に
10
ア
ー
ル
当
た
り

チ
ッ
ソ
成
分
で
0.2
〜
0.4
㎏
程
度
（
１
ヶ
月

当
た
り
７
㎏
）
を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

苦
土
欠
対
策

　

ヒ
ラ
ナ
ス
（
赤
ナ
ス
）
台
木
以
外
は
苦

土
欠
乏
が
出
や
す
い
の
で
、
予
防
と
し
て

水
２
０
０
ℓ
に
１
㎏
の
硫
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

を
10
日
ご
と
に
葉
面
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

温
度
管
理

　

正
午
前
後
（
11
時
〜
14
時
頃
）
は
26
〜

29
℃（
直
射
日
光
を
避
け
、
通
風
条
件
で

測
定
）
を
目
安
に
管
理
し
て
、
樹
勢
に

よ
っ
て
調
整
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

収
穫
作
業
で
は
安
全
管
理
を
徹

底
し
、
怪
我
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

収
穫
作
業
時
の
注
意
点

　

収
穫
に
使
う
ハ
サ
ミ
は
、
果
実
に
傷

を
つ
け
な
い
形
状
の
採
果
用
ハ
サ
ミ
を

使
用
し
ま
す
。
ま
た
、
ユ
ズ
の
収
穫
で

は
ト
ゲ
が
長
く
硬
い
た
め
、
帽
子
や
ゴ
ー

グ
ル
等
で
頭
部
を
保
護
し
、
服
装
は

ヤ
ッ
ケ
な
ど
を
着
用
し
、
収
穫
作
業
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
収
穫
作
業
時
の
注
意

点
と
し
て
は
、①.
果
実
は
引
っ
張
ら
ず
、

手
で
包
み
込
む
よ
う
に
し
て
枝
や
ト
ゲ

に
よ
る
傷
を
防
止
す
る
。②.
枝
は
２
度

切
り
し
、
葉
は
完
全
に
除
去
す
る
。
果

梗
部
分
が
長
い
と
他
の
果
実
を
傷
付
け

る
の
で
ヘ
タ
を
残
し
て
果
梗
部
分
は
必

ず
短
く
切
る
。
ま
た
、
２
度
切
り
の
際

に
は
腐
敗
の
原
因
に
な
る
の
で
ハ
サ
ミ
で

果
実
を
傷
付
け
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

下
さ
い
。③.
収
穫
し
た
果
実
を
ポ
テ
等

の
収
穫
袋
か
ら
コ
ン
テ
ナ
に
移
す
時
は
、

果
実
を
地
面
に
落
と
さ
な
い
よ
う
に
低

い
位
置
で
行
い
丁
寧
に
扱
う
。
ま
た
、

三
脚
な
ど
使
用
す
る
場
合
は
、
転
落
事

故
な
ど
が
な
い
よ
う
に
一つ一つ
の
収
穫
作

業
を
慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

越
冬
柑
橘
類
の
鳥
害
対
策

　

鳥
害
対
策
の
た
め
、
果
実
袋
の
被
覆

や
不
織
布
（
パ
オ
パ
オ
等
）
で
樹
冠
を

覆
う
な
ど
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

園
地
内
清
掃

　

越
冬
す
る
病
原
菌
や
害
虫
の
密
度

を
下
げ
、
来
年
度
の
病
害
虫
の
発
生
を

抑
え
る
た
め
、
枯
れ
枝
や
落
ち
た
果
実

な
ど
は
園
地
外
に
持
ち
出
し
処
分
し
ま

し
ょ
う
。

貯
蔵
病
害
対
策

　

収
穫
時
の
傷
口
等
か
ら
病
原
菌
が
侵

入
し
、
徐
々
に
病
斑
が
拡
大
し
ま
す
。

青
か
び
病
は
貯
蔵
後
期
に
発
生
が
多
く

な
り
、
緑
か
び
病
は
貯
蔵
初
期
か
ら
の

発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。
果
実
に
水
滴

が
付
着
し
て
い

る
降
雨
直
後
は

収
穫
を
避
け
、

収
穫
時
の
ハ
サ

ミ
傷
等
に
注
意

し
、
収
穫
前
に

は
薬
剤
散
布
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

（
防
除
例
）

 

ベ
フ
ト
ッ
プ
ジ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

　

１
５
０
０
倍　

収
穫
前
日　

２
回
以
内

カ
ン
キ
ツ

収
穫
期
の
管
理

溝
渕　

啓
介

環
境
制
御
技
術
の
こ
れ
か
らI

o
T
の
農
業
版
の
こ
と
で
、
簡
単
に
言
え

ば
、
ハ
ウ
ス
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋
げ
、
ハ

ウ
ス
内
環
境
や
作
物
の
生
育
状
況
等
の
見
え

る
化
を
進
め
る
取
り
組
み
で
す
。
現
在
様
々

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し
て
お
り
、
研
究

分
野
で
は
、
環
境
デ
ー
タ
か
ら
ハ
ウ
ス
内
光

合
成
速
度
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
研
究

や
、
カ
メ
ラ
に
よ
る
葉
面
積
・
着
果
数
を
計

測
す
る
研
究
な
ど
が
あ
り
、
作
物
情
報
の

デ
ー
タ
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
膨
大
な
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
た
め

の
県
独
自
の
I
o
P
ク
ラ
ウ
ド
の
立
ち
上
げ

も
進
ん
で
お
り
、
そ
の
中
に
情
報
を
集
約
化

し
、
A
I
に
学
習
・
分
析
さ
せ
る
こ
と
で
、

単
に
デ
ー
タ
を
見
る
だ
け
で
は
な
く
、
環

境
・
収
量
・
経
費
の
見
え
る
化
、
ハ
ウ
ス
内

環
境
や
シ
ス
テ
ム
の
監
視
、
機
器
の
遠
隔
・

自
動
操
作
に
よ
る
省
力
化
、
デ
ー
タ
に
よ
る

販
路
拡
大
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
取
り
組
み

　

安
芸
地
区
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
、
ナ

ス
、
ピ
ー
マ
ン
等
で
実
際
に
出
荷
予
測
の
シ
ス

テ
ム
や
ク
ラ
ウ
ド
の
活
用
、
デ
ー
タ
収
集
の

実
証
な
ど
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も

さ
ら
な
る
環
境
制
御
技
術
・
機
器
の
普
及

を
進
め
る
と
と
も
に
、
I
o
P
ク
ラ
ウ
ド
の

活
用
な
ど
新
し
い
取
り
組
み
を
進
め
、
競
争

力
の
あ
る
農
業
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

青かび病IoPクラウドイメージ図　出典：IoPホームページより（IoP高知 検索）
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▼
ぜ
ひ
、
西
山
き
ん
と
き
の
グ
ラ
タ
ン
も

作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
♪

▼〝
フ
ァ
イ
ル
置
き
場
を
整
え
る
〞〝
物
の
所

番
地
を
明
示
す
る
〞
と
い
っ
た
作
業
も
カ
イ

ゼ
ン
活
動
と
の
こ
と
。
私
も
、
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
取
り
入
れ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

▼
私
も
発
売
後
、
す
ぐ
に
買
い
に
走
り
ま
し

た
！  

文
旦
の
風
味
が
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

飲
み
過
ぎ
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

９
月
号
表
紙
、
美
味
し
そ
う
な
サ
ツ
マ
イ

モ
が
い
っ
ぱ
い
。
生
産
者
の
気
持
ち
が
伝
わ

る
表
紙
で
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

（
穴
内
出
張
所
・
60
歳
）

カ
イ
ゼ
ン
活
動
は
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
サ
イ
ク
ル
が

き
ち
ん
と
位
置
付
け
ら
れ
、
結
果
と
し
て

作
業
員
の
働
き
や
す
さ
、
品
質
の
安
定
が
保

証
さ
れ
る
な
ど
の
成
果
が
上
が
っ
て
、
大
変

す
ば
ら
し
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
田
野
支
所
・
68
歳
）

「
キ
リ
ン
氷
結
土
佐
文
旦
」
早
速
買
っ
て
飲

み
ま
し
た
。
ス
ッ
キ
リ
爽
や
か
。
つ
い
つ
い
飲

み
過
ぎ
ま
し
た
。

（
田
野
支
所
・
61
歳
）

西
山
き
ん
と
き
の
グ
ラ
タ
ン
は
、
作
り
方
も

簡
単
で
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
な
じ

め
る
味
で
美
味
し
か
っ
た
。

（
吉
良
川
支
所
・
70
歳
）

ク
イ
ズ
は
毎
回
、
90
歳
の
母
や
主
人
、
娘
た

ち
と
頭
を
つ
き
合
わ
せ
て
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。（

あ
き
東
支
所
・
67
歳
）

▼
み
ん
な
に
食
べ
て
ほ
し
い
と
、
お
か
ず
に

も
お
や
つ
に
も
で
き
そ
う
な
料
理
を
選
び
ま

し
た
。
喜
ん
で
い
た
だ
け
て
嬉
し
い
で
す
！

私
は
芋
け
ん
ぴ
や
柑
橘
系
の
果
物
が
大
大
大

大
好
き
な
の
で
当
た
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

神
様
、
お
願
い
！

（
芸
西
支
所
・
12
歳
）

▼
家
族
団
ら
ん
の
真
ん
中
に
「
こ
う
ぐ
り
」。

こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
か
わ
い
い
で
す
ね
。
ど
う
か
願
い
が
届
き
ま

す
よ
う
に
…
☆

広
報
の
つ
ぶ
や
き

　

９
月
号
で
表
紙
を
飾
っ
た
「
西
山
き

ん
と
き
」。
11
月
２
日
に
さ
ん
さ
ん
テ

レ
ビ
「
あ
ぐ
り
の
地
か
ら
」
で
も
放

送
さ
れ
ま
し
た
が
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま

し
た
か
？

　

こ
の
収
録
、
撮
影
日
が
毎
回
雨
、

雨
、
雨
、
雨
、
雨
！  
イ
モ
は
少
な
く

な
る
し…

  

放
送
日
は
着
々
と
近
づ
く

し…
  

結
局
５
回
も
流
れ
て
焦
り
ま
し

た
〜
。
雨
男
は
誰
や
？  

も
し
や
私
、

雨
女
？  

と
関
係
者
で
責
任
の
な
す
り

合
い
（
笑
）
完
成
し
た
動
画
は
、
西
山

台
地
を
ド
ロ
ー
ン
で
空
撮
し
た
絵
が
絶

景
！  

み
な
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。Ｊ
Ａ
高
知
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
あ
ぐ
り
の
地
か
ら
動
画
集
」
か

ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
覗

い
て
く
だ
さ
い
。

（
竹
村
）

安芸営農経済センター営農企画課　0887－34－8325問い合わせ

小柴雅さん（羽根事務所）
カゴに入ったコチットも、
なんだか美味しそう！

求人募集情報
　安芸地区無料職業紹介所は、ナスやピーマンの農作業、ユズ
の収穫作業などを手伝ってくれるアルバイトを募集しています！  勤
務時間や日数は相談次第により調整もできます。
　農家で働いてみたい！  農業に少し興味がある！  そんな方は、お
気軽に問い合わせください。

内　容
時　間
場　所
給　料
休　日
研　修

ナス・ピーマンの作業全般（常時）
1日３～６時間程度
安芸市、芸西村
高知県最低賃金以上/時間
相談により決定
現地視察可（約２週間の試用期間）

ユズ収穫・運搬作業（10月中旬～ 11月）
１日７時間程度
安芸市、北川村
1,000円～ /時間
雨天時・その他相談により決定
現地視察可

野菜 ユズ

税務相談日
令和２年12月９日（水）・令和３年１月13日（水）

あき支所３階会　　  場 10：00 ～ 16：00時　　  間

安芸地区本部　企画組合員課　0887－34－1515問い合わせ


